
 

 

こんにちは、院長の高橋です。 

２月に入り、寒さがいっそう厳しくなりました。 皆さんはいか

がお過ごしでしょうか？  

２月は１年で最も寒い季節と言われていますが、暦の上では２月

３日の「節分」を節目として立春を迎えます。 節分では「春を迎

える前に一年の邪気を払う」という意味を込めて豆を撒く風習があ

りますよね。  

ところで、「豆」は「魔滅（まめ）」の語呂合わせで“魔を滅ぼす”ことから、災いや病気

を寄せ付けないように煎った「大豆」を撒いたのが始まりだそうです。 

そもそも、大豆の歴史は古く、縄文時代から食べられていたそうで、昔から日本人にとっ

てはなじみの深い食べ物だったようです。  

また、栄養価も高く「畑の肉」と言われるほど良質なたんぱく質が多く含まれています。 

中でも必須アミノ酸が多く、体の成長・維持に重要な役割を果たしています。 

大豆を使った加工食品には、豆腐や醤油、納豆など様々ありますので、 

普段から意識して摂り入れてみてはいかがでしょうか。  

まだまだ寒い日は続きますが、風邪など体調を崩さないよう「栄養ある 

食事」を心がけて、この寒い季節を乗り切っていきましょう。 
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